
『
万
安
方
』
は
西
暦
一
三
一
五
年
に
梶
原
性
全
に
よ
っ
て
著
わ
さ

れ
た
全
六
二
巻
か
ら
な
る
医
学
書
で
あ
る
。
演
者
は
昨
年
『
医
心

方
』
の
小
児
科
領
域
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
発
表
し
た
の
で
、
今
回

は
『
万
安
方
』
の
小
児
門
に
つ
い
て
、
と
く
に
歴
史
的
経
緯
の
中

で
、
『
医
心
方
』
と
の
相
違
点
な
ど
を
中
心
に
考
察
し
た
。

『
万
安
方
』
の
小
児
門
は
巻
第
三
九
か
ら
第
四
九
ま
で
二
巻
の

多
き
に
及
ぶ
。
そ
こ
に
載
っ
て
い
る
治
療
法
は
全
部
で
二
八
三
に

及
び
、
『
医
心
方
』
の
四
九
五
に
比
べ
る
と
倍
以
上
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
、
薬
物
療
法
は
二
一
二
処
方
で
あ
り
、
内
服
は
七
五
六
処
方

で
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
外
用
は
二
七
一
処
方
、
浴
用
は

一
六
処
方
、
そ
の
他
七
八
処
方
で
あ
る
。
『
医
心
方
』
で
は
外
用
の

ほ
う
が
内
服
よ
り
多
か
っ
た
が
、
『
万
安
方
』
で
は
内
服
の
ほ
う
が

多
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
用
法
に
は
う
が
い
、
坐
剤
、
貼
り
薬
、
点

眼
、
洗
眼
、
耳
に
つ
め
る
、
点
耳
、
舌
や
口
腔
内
に
つ
け
る
、
喉
中

『
万
安
方
』
の
小
児
門
に
つ
い
て

安
達
原
曄
子

に
吹
き
入
れ
る
、
な
ど
様
々
な
用
法
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

薬
物
療
法
の
他
に
は
灸
が
四
五
、
呪
術
が
一
三
、
灸
と
呪
術
の
組

象
合
わ
せ
が
二
、
歯
を
た
た
く
が
一
、
瘡
を
あ
ぶ
る
が
一
、
と
い
っ

た
具
合
で
、
呪
術
が
極
め
て
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
『
万
安
方
』
小
児
門
中
の
全
一
三
二
処
方
中
、
単
剤
に

よ
る
処
方
は
三
六
二
処
方
で
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ

は
『
医
心
方
』
の
七
二
・
ハ
ー
セ
ン
ト
、
『
千
金
方
』
で
の
四
三
。
〈
－
セ

ン
ト
、
『
外
台
秘
要
方
』
で
の
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ
る
と
は
る

か
に
少
な
い
。
さ
ら
に
『
万
安
方
』
で
は
一
○
以
上
の
構
成
生
薬
か

ら
な
る
処
方
は
一
○
処
方
に
す
ぎ
な
い
。
外
用
の
処
方
二
七
一
の
う

ち
二
二
処
方
は
単
剤
で
あ
り
、
『
千
金
方
』
か
ら
五
二
処
方
、
『
聖

恵
方
』
か
ら
五
九
処
方
引
用
さ
れ
て
い
る
。
単
剤
に
よ
る
処
方
は
古

い
文
献
か
ら
引
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
『
千
金
方
』
か
ら

引
用
さ
れ
て
い
る
全
一
二
○
処
方
中
の
七
九
処
方
、
半
数
以
上
が
単

剤
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
『
千
金
方
』
の
小
児
科
領
域
に
載

っ
て
い
る
三
一
四
処
方
の
う
ち
単
剤
は
一
三
五
処
方
で
あ
る
の
で
、

『
万
安
方
』
に
は
特
に
『
千
金
方
』
か
ら
好
ん
で
単
剤
を
引
用
し
て

き
て
い
る
と
い
え
る
。

内
服
で
は
単
剤
は
煎
用
の
二
四
処
方
に
比
べ
、
丸
剤
や
散
剤
は
一
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○
三
処
方
、
と
多
い
。
煎
用
の
処
方
で
最
も
多
い
の
は
六
つ
か
ら
の

構
成
生
薬
に
よ
る
処
方
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
『
万
安
方
』
の
著
者
の
意
志
に
よ
る
と
こ
ろ
も

あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
『
万
安
方
』
の
小
児
門
は
ほ
と
ん
ど
中
国
の
劉

吻
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
小
児
科
専
門
書
で
あ
る
『
幼
幼
新
書
』
か
ら

の
抜
華
で
あ
る
と
こ
ろ
、
著
者
の
意
志
は
抜
華
の
仕
方
に
現
れ
る
と

染
る
べ
き
で
あ
る
。
著
者
の
後
述
で
は
『
幼
幼
新
書
』
に
は
項
目
だ

け
で
五
三
一
門
も
あ
り
、
『
万
安
方
』
に
は
二
○
’
三
○
分
の
一
か

二
の
門
し
か
載
せ
て
い
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
幼
幼
新
書
』
に

は
一
○
以
上
の
構
成
生
薬
か
ら
な
る
処
方
が
か
な
り
み
ら
れ
る
の
に

『
万
安
方
』
に
は
極
め
て
少
な
い
の
は
、
あ
ま
り
複
雑
な
処
方
を
好

ま
な
い
日
本
人
の
特
徴
の
あ
ら
わ
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
万
安
方
』
の
構
成
に
関
し
て
は
、
『
医
心
方
』
に

み
ら
れ
た
よ
う
な
、
読
者
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
と
い
っ
た
工
夫

は
特
に
な
い
。
『
医
心
方
』
に
お
い
て
は
底
本
と
な
っ
た
『
千
金
方
』

や
『
外
台
秘
要
方
』
よ
り
も
多
く
の
項
目
に
分
け
て
い
る
の
に
比

べ
、
『
万
安
方
』
で
は
幼
幼
新
書
の
項
目
数
に
は
と
て
も
及
ば
な
い
。

こ
の
こ
と
は
当
時
の
中
国
の
医
学
の
膨
大
化
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
も

必
要
な
部
分
を
特
に
抜
華
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

『
万
安
方
』
に
は
欄
外
に
注
が
あ
り
、
ま
た
、
「
私
云
う
…
」
と
前

置
き
し
て
私
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
『
医
心
方
」
と
比
べ
て
の

最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
処
方
内
容
に
も
記
載
が
承
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
発
黄
に
は
菌
縢
五
苓
散
の
桂
を
減
ず
る
か
除
く
か

す
る
と
よ
い
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
新
し
く
灸
の
つ
ぼ
を

考
案
し
て
い
た
り
、
日
本
で
は
入
手
で
き
な
い
薬
物
が
処
方
の
中
に

あ
る
の
で
そ
の
処
方
は
記
載
し
な
い
、
と
述
べ
た
り
、
代
わ
り
に
な

る
生
薬
が
記
載
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
私
見
か
ら
す
る

と
、
著
者
は
か
な
り
処
方
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
生
薬
も
か
な
り
の
数
の
も
の
が
自
由
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
『
医
心
方
』
で
は
ひ
た
す
ら
入
手
し
や
す
い
薬
物
か
ら
な
る
少

数
の
薬
物
で
構
成
さ
れ
た
処
方
が
多
か
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
非
常

な
違
い
で
あ
る
。

著
者
は
一
剤
か
ら
な
る
処
方
を
工
夫
し
て
い
る
が
、
二
つ
以
上
の

生
薬
か
ら
な
る
処
方
を
組
糸
立
て
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
に
限
界
は
あ
る
が
、
「
医
心
方
』
の
世
界
よ
り
は
自

ら
の
意
見
を
自
由
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
自
己
主
張
は
、
将
来
、
経

験
の
豊
富
さ
と
あ
い
ま
っ
て
さ
ら
に
進
歩
し
て
日
本
独
自
の
医
学
を
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つ
く
り
あ
げ
る
力
と
な
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
自

己
主
張
の
あ
ら
わ
れ
は
、
『
医
心
方
』
の
世
界
に
お
い
て
す
で
に
承

ら
れ
る
中
国
の
医
学
書
に
対
す
る
批
判
精
神
や
実
践
主
義
的
傾
向
と

あ
い
ま
っ
て
日
本
の
医
学
が
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
』
ク
か
Ｃ

（
国
立
東
京
第
二
病
院
）

１

『
聖
恵
方
』
（
九
七
八
’
九
九
二
）
に
は
「
小
児
修
豆
瘡
」
の
条
が
立

て
ら
れ
、
麻
疹
と
痘
瘡
を
混
載
す
る
。
題
目
の
「
膠
痘
瘡
」
は
麻
疹

と
痘
瘡
の
総
称
で
あ
る
。
本
書
で
は
両
者
を
共
に
積
熱
に
原
因
す
る

と
し
、
積
毒
の
所
在
の
相
違
に
基
づ
い
て
発
症
が
異
な
り
、
そ
れ
が

脈
に
在
る
時
は
「
細
診
」
を
生
じ
、
臓
に
在
る
時
は
「
痘
瘡
」
を
発

２

す
る
と
し
た
。
『
聖
濟
總
録
』
（
二
二
’
一
二
七
）
で
は
「
小
児

瘡
修
」
の
条
が
あ
り
、
邪
が
府
に
在
る
時
は
「
細
診
」
を
発
し
、
こ

３

れ
を
俗
に
「
鉄
瘡
」
と
呼
び
、
邪
が
蔵
に
在
る
時
は
発
し
て
「
豆

瘡
」
と
な
り
、
俗
に
こ
れ
を
「
庖
瘡
」
と
呼
ぶ
と
す
る
。
以
来
こ
の

．
４

病
因
、
病
理
論
は
改
変
を
経
な
が
ら
も
清
朝
を
貫
き
、
ま
た
わ
が
国

の
旧
医
学
に
も
多
大
の
影
響
を
与
え
た
。

『
幼
幼
新
書
』
（
二
五
○
）
に
は
「
府
二
伏
ス
ル
ノ
熱
、
「
細
疹
」

ヲ
生
ズ
、
「
赤
瘡
」
ナ
リ
。
俗
一
一
「
麻
子
」
ト
呼
ブ
、
蔵
二
伏
ス
ル

５

ノ
熱
、
「
豆
瘡
」
ヲ
生
ズ
、
形
、
跳
豆
ノ
如
シ
」
を
載
せ
る
。
『
三
因

「
麻
疹
」
名
義
考

三

井

駿
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